
初夏の眩いばかりの日差しに照らされて木々の緑が輝いています。また、6月になり梅雨入りが近づくとともに、

色とりどりのアジサイの花が楽しみな季節となりました。 

 さて、5月には春季総体・吹奏楽祭や 1年生の葛川ふるさと体験学習、そして、3年生の修学旅行があり、みなさ

んのがんばりや互いを大切にしあう優しさがいくつも見られました。 

 春季総体では、試合中に勝利に向かって選手同士が高まる緊張感の中、鋭い指示を出し声をかけあったり、細か

なポジションの確認ためのコミュニケーションをとる様子や、また、応援グッズを手作りし、チームが一体となって声

を枯らしながら大きな声で応援する皇中生のみなさんの姿を見て、胸が熱くなりました。結果も大事ですが、一つ

の目標に向かってみんなで力を合わせて取り組む姿にとっても感動しました。皇中生としてのプライドを持って、よ

くがんばってくれました。 

 また、１年生の葛川ふるさと体験学習は５年ぶりに 1泊2日で実施しました。「命の学習」の中で、班の仲間同士で

助け合う姿やうまくいかない班員に代わってやってあげたり、うまくできるまでじっと待ってあげたりする等のさり

げない優しい姿が見られました。これからも仲間同士の絆を深め、温かな学年を築いてくれることを願っています。 

 3年生の修学旅行では、天候にも恵まれ無事に終えることができました。日間賀島での実行委員を中心とした活

動の中では、たくさんのがんばりとたくさんの笑顔が見られました。特に、ビーチバレーボール大会では学級のみん

なが一致団結して温かい大きな声援を送りたいへん盛り上がっていました。修学旅行スローガンの「和気合愛

知！」の通り、まさしく和気あいあいとした活動となりました。 

 部活動や行事など様々な活動を通して感じたことや学んだことを、ぜひ、毎日の学校生活の中でも生かしてほし

いと思います。 

 １学期も中間点を過ぎ、終了まであと１か月です。目標に向かって一日一日を大切に一生懸命に過ごしてくださ

い。そして、しんどい時、つらい時こそ、学級や学年の仲間と支え合いながら、共に学び、共に育つ皇子山中学校を

みんなで築いていきましょう！ 

 

自動販売機設置 
 自動販売機が、職員玄関横に設置されました。大前提として飲

み物は各自で持ってくることですが、自動販売機は、飲み物が

なくなってしまったときに使用できるものです。生徒会が中心と

なり、みんなの意見を集約して使用のルールを考えてくれまし

た。みんながルールを守って、誰もが気持ちよく使用できるよう

にしましょう。 
 

熱中症対策もしっかりと 
 一日の気温差が激しい季節です。身体は、気温の変化についていけていますか？そして、だんだんと気温も高く

なり、暑さに慣れていないこの時期だからこそ「熱中症の予防」に努めてください。水分は、自分の調子に合わせ

て、自分に必要な量を、各自で準備しておきましょう。のどが渇いていなくてもこまめにとる、のどが渇く前の水分補

給がポイントです。 

不安を感じたら無理をしないでください。早めの対応が重症化を防ぎます。そして、熱中症にならないために体

調を自分で整えることが大切です。「食事（栄養をとる）」 

「睡眠（体を休める）」ことを意識しましょう。 

 

令和６（2024）年６月５日発行  

第３号 生徒数：７１6名 

                                                    

                                                           

                                       

【学校教育目標】「皇子山中学校・校区」を愛し、校区の次代を担う生徒 

 

 

 

目標に向かって、一日一日を一生懸命に！ 



第６回 ふじおマルシェ 
５月１９日（日）に藤尾市民センター駐車場で、「第６回 ふじおマルシェ」が開催されました。藤尾学区まちづくり

協議会主催で、お馴染みのお店から初登場のお店まで、グルメやアイテム、企画が用意され、ゆっくり楽しい

ヒトトキを過ごせました。皇子山中学校からのボランティアも２３名参加しました。活動に参加した生徒からの

感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１年ふるさと体験学習 
1年生は、5月21日（火）～23日（木）の３日間、３クラスずつに分かれ、1泊

2 日ずつ、葛川少年自然の家でふるさと体験学習を実施しました。あまごをつ

かまえ命をいただくという貴重な体験により、命の大切さや命に感謝する気持

ちを持つことができました。夜の学年レクレーショ

ンでは、実行委員会のメンバーが中心となって企

画してくれました。大縄跳び大会やクラスを超えて

学年の人たちとも仲良くなれるゲームで盛り上がりました。今回のふるさと体験

学習を通して、集団生活するうえで大切なことなどを学ぶことができました。今

後も、みんなで協力しあいあたたかい学年にしていこう。 
 

３年修学旅行「和気合愛」～Pricelessな一生の思い出ができました～ 
 5 月２９日（水）～３１日（金）天候にも恵まれ、すてきな２泊３日を３年生

は過ごしました。修学旅行 1 日目、日間賀島でのビーチボール大会では担

任の先生を筆頭に非常に盛り上がり、ビーチでの歓声は遠くの民宿まで聞

こえたそうです。民宿への帰り道の夕焼けは非常にきれいで、みんなの思

い出の１ページになりました。２・３日目は

名古屋市内での体験、やクラス研修、夕食

の焼肉、班別自主研修などたくさんの思

い出ができました。この３日間での経験を生かして、さらにまとまりあるクラ

ス、学年にしてください。 

保護者の皆様には、旅行の実施につきまして健康面、準備物など様々なご

協力を頂きたいへんありがとうございました。今後ともどうぞご協力をよろしくお願いいたします。 

野菜売りや接客、会計など行いました。野菜がたくさん売れるように声出しや、呼

び込みを頑張りました。 

お客さんが少ないときに、呼び込みをしていたらおじさんたちから「頑張ったか

ら何か買ってあげるよ！」と言って３つも買ってくれてすごくうれしかった。今後も

ボランティアに参加したい。 

 ボランティアの大人の人たちが、楽

しそうだなぁと感じました。いろんな

人たちと対話するのが楽しかったで

す。次回も参加したいなぁ。 

フランクフルト等の売店の営

業を手伝いました。働くこと

の忙しさと、楽しさがわかっ

たような気がした。営業とい

うことに興味を持ちました。 

受付の仕事をしながら、空いている時間で地

域の方達と話をしたのがとても楽しかったで

す。地域の方はすごく優しくしてくださったの

で、今後は、地域の子どもたちに優しくできる

ようにしたいです。 

すごく楽しかったし、いい経験になっ

たと思います！！地域の方もいい人ば

っかりでやさしかったです。また、ボラ

ンティアに参加したいと思いました。 


